
駅の無人化に伴う安全・円滑な駅利用に必要な合理的配慮を目指して 

     ～ 視覚障害者に必要なホーム案内情報の提供について ～ 

 

      社会福祉法人石川県視覚障害者協会 

                      理事長  米島 芳文 

 

  １ 経過 

 本年３月に開催された国土交通省、駅の無人化に伴う安全・円滑な駅利用に関

する意見交換会において、本分科会でこれまで報告した内容を整理し、駅の無人

化に伴う安全・円滑な駅利用に必要な視覚障害者に対する合理的配慮について報

告した。 

 今回は、無人駅に関する情報提供の一環として、北陸本線ワンマン運転列車に

乗車し、駅ホームの構造を調査した。 

 

  ２ 視覚障害者に必要なホーム案内情報の収集 

 今回の調査は、視覚障害者が列車降車時に列車乗務員によるサポートを受けら

れる先頭車両前方の出入り口を利用して、ホーム場の改札口、階段、エレベータ

などの位置を確認した。 

 (1)調査日:令和５年５月１８日 

 (2)調査対象駅:JR北陸本線、金沢駅～大聖寺駅、１４駅 

 (3)乗車列車:ワンマン運転２両編成  

上り金沢駅発10:29 下り大聖寺駅発12:42 

 (4)調査方法:先頭車両前方出入り口に乗車、 

目視により駅ホームの構造を確認 

 (5)調査内容:改札口、階段(上り、下り)、エレベータ等の位置 

 

  ３ 視覚障害者に必要なホーム案内情報の整理 

 今回調査した内容を整理し、「ホーム案内情報一覧」を作成した。 

(1)駅の種類と駅数 

 社員配置駅 ４駅（２９％) 

 無人駅  １０駅（７１％） 

 ＊無人駅の割合が70％を超えている。 

 (2)駅ホームの形状と駅数 

 島式ホーム  １５駅（５４％） 

 相対式ホーム １３駅（４６％） 

 (3)列車降車出口と駅数 

 ①右側扉 １１駅 (３９％) 

  島式ホーム １０駅  相対式ホーム 1駅 

 ②左側扉 １７駅 （６１％） 

資料２ 



  相対式ホーム１２駅  島式ホーム ５駅 

 (4)目標の種類と駅数 

  改札口 ８駅、上り階段 １６駅、下り階段 ６駅、エレベータ ５駅、 

その他（待合室、自動販売機） ４駅 

 (5)目標の方向（その他を除く)と駅数 

 後方２４駅、前方１０駅、正面４駅 

 (6)目標までの距離（その他を除く）と駅数 

 短い：0m ４駅、1m １駅、2m ２駅、3m １駅、5m １０駅 

 中間：10m ５駅、15m ２駅 

 長い：20m ７駅、30m ２駅、40m ４駅 

(7)移動距離５ｍ以下の駅ホームと駅数 

 該当駅ホーム １５ 駅（５４％) 

 相対式ホーム ９ 駅（６９％)、島式ホーム ６駅 （４0％) 

 無人駅ホーム １２駅（６０％)、社員配置駅ホーム ３駅（３８％) 

 ＊相対式ホームの割合が高く、島式ホームの割合が低い。 

 ＊無人駅の割合が高く、社員配置駅の割合が低い。 

 (8)移動距離２０ｍ以上の駅ホームと駅数 

 該当駅ホーム   ７駅 （２５％) 

 島式ホーム    ５駅 （３３％) 

相対式ホーム   ２駅 （１５％) 

 社員配置駅ホーム ４駅 （５０％) 

無人駅ホーム   ３駅 （１５％) 

 ＊相対式ホームの割合が島式ホームに比べて低い。 

 ＊社員配置駅の割合が高く、無人駅の割合が低い。 

 

  ４ 視覚障害者に必要なホーム案内情報の活用 

(1)移動経路に必要なホーム案内情報の提供 

 今回得られた駅ホームの目標（改札口、階段、エレベータ等）の位置情報の提

供は、視覚障害者がメンタルマップの作成や列車乗務員によるサポートの依頼を

判断するにあたり、有効に活用できる。 

 (2)音声メッセージによる案内の作成 

 今回得られたホーム案内情報を基に、視覚障害者が利用できる音声メッセージ

を作成した。 

 例:北陸本線上り西金沢駅 

 「次は西金沢、無人駅です。」お出口は右側です。 

 「ホームは島式です。ご注意ください。」 

 「先頭から２０ｍに上り階段があります。」 

 「階段には音声案内があります。」 

 (3)列車乗務員による支援の判断 



 今回得られたホーム案内情報を基に、駅ホームの移動距離や駅ホームの目標を

参考に、列車乗務員による支援方法を検討することができる。 

 ①列車乗務員による見守り・声掛けを行う場合 

 移動距離が短く、列車乗務員の声掛けや見守りで、移動の安全が確認できる場

合は、列車内にとどまり対応が可能となる。 

 ②列車乗務員による誘導を行う場合 

 列車乗務員による見守り・声掛けで対応できない場合は、列車乗務員が階段ま

で誘導する必要が生じる。列車乗務員が列車を離れる時間は３分以内に限定され

る。 

 ③他の駅から派遣された駅員による誘導を行う場合 

 階段までの移動距離が長く、列車乗務員のサポート時間が３分を超える場合は、

社員配置駅からの駅員派遣が必要となる。 

 

  ５ 今後の課題 

 日本視覚障害者団体連合では、視覚障害者が列車降車後の鉄道無人駅ホームを

安全に移動できるよう、列車乗務員によるサポートやホームの安全対策(階段の音

声案内装置や誘導令、ホーム中央の誘導ブロックの設置等)を早急に実施すること。

特に、ホームの安全対策については、当該駅の状況を踏まえ、検討を進めること。

併せて、列車乗車時の乗務員によるサポートも行うことを求めている。 

 今回の調査結果を踏まえ、次に挙げる課題の解決に向けて、委員各位の忌憚の

ないご意見をいただきたい。 

 (1)列車乗務員によるサポートについて 

 ホームの安全対策が進まない無人駅においては、列車乗務員によるサポートが

不可欠となっている。列車乗務員による見守り・声掛け、列車乗務員による誘導

など具体的なサポート方法を検討し、実施することが求められる。 

 また、以下に示した駅ホームの安全対策を進めることにより、列車乗務員の業

務負担の軽減にも繋がるものと考える。 

 (2)階段の音声案内装置の整備について 

 駅ホーム移動の目標の位置を示す階段の音声案内装置の設置は、駅ホーム移動

が安全・円滑にできる環境を整える有効な取り組みであることから、未設置駅ホ

ームの解消に向け、計画的に整備を進める必要がある。 

 特に、移動距離の長い駅ホームや無人駅ホームの設置については、優先して整

備を進める必要がある。 

 また、エレベータや改札口の音声案内装置の整備についても、具体的な検討を

開始する必要がある。 

 (3)ホーム中央線の設置について 

 移動距離の長い駅ホームが存在することから、ホーム中央線の設置が必要であ

る。特に、島式ホームでの安全な誘導路の確保の視点から、ホーム中央線の形状

や色について、早急に検討を開始する必要がある。 
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  1． 現状 ― 課題と対策 

 (1)切符が買えない 

   対策： 障害者向け IC 乗車券を利用 

 

 (2)改札口からホームまでの移動が不安 

   対策： 障害者サポートダイヤルによる情報提供を活用 

         駅員に変わる移動支援者を確保 

         視覚障害者歩行訓練により単独歩行技術を取得 

 

 (3)列車乗車時に列車の出入り口がわからない 

 対策： 列車開閉ドアの音声を活用 

列車乗務員による声掛け・誘導支援を受ける 

 

 (4)列車降車の後、駅ホームの移動が怖い 

   対策： 列車乗務員による声掛け・誘導支援を受ける 

         駅ホーム階段の音声案内装置を活用 

         ホーム中央に安全な誘導路を確保 



 

  2 ．今後の取り組み 

（１） 全国共通障害者向け IC 乗車券を普及する 

 

（２） 障害者サポートダイヤルによる情報提供を活用する 

 

（３） 列車乗車時、駅員に変わる移動支援者を確保する 

 

（４） 列車降車時、列車乗務員による見守り・声掛け・誘導支援を活用する 

 

（５） 駅ホームの安全対策を講ずる 

駅ホーム階段音声案内装置を設置する 

       警告ブロックと異なる凹凸の誘導表示の中央線を整備する 

 

（６） 視覚障害者の駅利用を踏まえた無人化に伴う安全・円滑な駅利用に 

必要な移行計画を作成する 

 

（７） 視覚障害者と移動支援者を対象とした駅利用体験の場を設ける 



ＪＲ北陸本線ホーム案内情報

番号 駅名 駅の種類 方面 ホーム形状 出入口 方向 距離(m) 目標 備考

上り 島式 左側 後方 20 下り階段

後方 10 エレベータ

後方 20 下り階段

上り 島式 右側 後方 20 上り階段

正面 待合室

前方 5 エレベータ

後方 20 上り階段

正面 改札口

後方 20 上り階段

後方 1 改札口

前方 5 上り階段

上り 相対式 左側 前方 2 上り階段

下り 島式 右側 前方 5 上り階段・エスカレータ

後方 5 改札口

前方 5 上り階段

後方 10 改札口

後方 30 上り階段

上り 島式 右側 前方 3 上り階段

下り 相対式 左側 後方 40 上り階段

前方 2 上り階段

後方 5 改札口

正面 改札口

後方 30 上り階段

上り 島式 右側 後方 5 上り階段

正面 待合室

後方 10 エレベータ

後方 20 上り階段

上り 相対式 左側 正面 上り階段

後方 10 待合室

後方 40 上り階段

正面 自動販売機

前方 5 エレベータ

後方 10 下り階段・エスカレータ

下り 相対式 右側 後方 20 下り階段・エスカレータ

上り 島式 右側 後方 10 下り階段

下り 島式 左側 後方 15 下り階段

上り 相対式 左側 後方 15 改札口

下り 相対式 右側 前方 5 上り階段

上り 島式 左側 後方 40 エレベータ

下り 島式 左側 後方 40 上り階段

上り 島式 右側 前方 5 上り階段

下り 相対式 左側 正面 改札口

左側

左側

右側

左側

左側

右側

右側

左側

左側

左側

左側

下り

下り

上り

相対式

相対式

相対式

相対式

島式

相対式

島式

相対式

上り

下り

下り

上り

下り

上り

加賀温泉

大聖寺

無人

社員配置

無人

無人

無人

無人

無人

社員配置

無人

無人

社員配置

無人

能美根上

明峰

小松

粟津

動橋

野々市

松任

加賀笠間

美川

小舞子

12

1
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3

4

5
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相対式

13

14

金沢 社員配置
下り 島式

西金沢 無人
下り 島式

7

8

9

10

11



ＪＲ北陸本線駅ホーム移動距離一覧

・移動距離が５ｍ以下の駅ホーム

番号 駅名 方面 ホームの形状 方向 距離 目標 備考

1 野々市 上り 相対式 正面 改札口

2 小舞子 下り 相対式 正面 改札口

3 明峰 上り 相対式 正面 上り階段

4 大聖寺 下り 相対式 正面 改札口

5 野々市 下り 相対式 後方 １ｍ 改札口

6 松任 上り 相対式 前方 ２ｍ 上り階段 音声案内

7 美川 上り 島式 前方 ３ｍ 上り階段

8 西金沢 下り 島式 前方 ５ｍ エレベーター

9 松任 下り 島式 前方 ５ｍ 上り階段・エスカレーター 音声案内

10 加賀笠間 上り 相対式 後方 ５ｍ 改札口

11 小舞子 上り 相対式 後方 ５ｍ 改札口

12 能美根上 上り 島式 後方 ５ｍ 上り階段 音声案内

13 小松 上り 島式 前方 ５ｍ エレベーター

14 動橋 下り 相対式 前方 ５ｍ 上り階段

15 大聖寺 上り 島式 前方 ５ｍ 上り階段

・移動距離が１０ｍ・１５ｍの駅ホーム

番号 駅名 方面 ホームの形状 方向 距離 目標 備考

16 金沢 下り 島式 後方 10ｍ エレベーター

17 加賀笠間 下り 相対式 後方 10ｍ 改札口

18 能美根上 下り 島式 後方 10ｍ エレベーター

19 粟津 上り 島式 後方 10ｍ 下り階段

20 粟津 下り 島式 後方 15ｍ 下り階段

21 動橋 上り 相対式 後方 15ｍ 改札口

・移動距離が２０ｍ以上の駅ホーム

番号 駅名 方面 ホームの形状 方向 距離 目標 備考

22 金沢 上り 島式 後方 20ｍ 下り階段 音声案内

23 西金沢 上り 島式 後方 20ｍ 上り階段 音声案内

24 小松 下り 島式 後方 20ｍ 下り階段・エスカレーター 音声案内

25 加賀温泉 上り 島式 後方 40ｍ エレベーター

26 加賀温泉 下り 島式 後方 40ｍ 上り階段

27 美川 下り 相対式 後方 40ｍ 上り階段

28 明峰 下り 相対式 後方 40ｍ 上り階段


